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第１章 河川整備計画の目標に関する事項 

 

第１節 流域及び河川の概要 

江戸
え ど

上川
かみがわ

は，茨城県北茨城市
きたいばらきし

関南町
せきなみちょう

神
かみ

岡下
おかしも

付近にその源を発し，途中鹿の沢

川を合わせて東流し，太平洋に注ぐ，流域面積約 8km2，幹川流路延長 5km の二

級河川である。 

江戸上川の沿川には北茨城市関南町の市街地，JR常磐
じょうばん

線
せん

大津港駅があり，河

口より 0.6km 付近に交通の要である国道６号が位置しており，流域の最上流に

は常磐
じょうばん

自動
じ ど う

車道
しゃどう

が位置している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 江戸上川水系流域図及び概略位置図 
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（地形・地質） 

流域の地形は，上・中流部は多賀山地が占め，川幅が狭く河床勾配は 1/100

程度で比較的急峻である。下流部は扇状地地形から平地となり河床勾配は 1/400

と緩やかになっている。 

流域の地質は，流域の大部分を占める多賀山地が新
しん

第三
だいさん

紀
き

の花崗岩類及び変

成岩類で形成され、上部には砂
さ

礫
れき

層
そう

，ローム層をのせて主要田園地帯をなして

いる。多賀山地の東縁に広く分布するこの丘陵地は，地盤隆起によって形成さ

れたもので，成因的には海岸
かいがん

段
だん

丘
きゅう

※3と称されるものである。当地は江戸上川の

河川浸食が大きく作用し，沖
ちゅう

積
せき

低
てい

地
ち

※4が河川の浸食谷であるのに対し，丘陵地

はその浸食をまぬがれた所に相当する。 

低地は概ね海抜 20m 以下で，礫岩
れきがん

，砂岩
さ が ん

，凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

など互層をなす多賀
た が

層群
そうぐん

※5

の上部に河川の堆積物からなる第
だい

四
よん

紀
き

沖
ちゅう

積
せき

層
そう

※6が堆積している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 江戸上川水系の地形分類図 
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---------------------------------------------------------------------- 

【※解説】 

1 洪積世   ：地質時代の区分のひとつ。氷河期時代。約 200 万年前から１万年前

を言う。現在は完新世とも言う。 

2 第三紀層  ：第三紀にできた地層。第三紀とは地質時代の新生代前期を指し，約

6500～200 万年前の期間で古第三紀と新第三紀に区分される。 

3 海岸段丘  ：過去の海底が相対的に隆起して形成された階段状の地形。海岸線に

沿って分布する。海成段丘。 

4 沖積低地  ：約１万年前から現在までに堆積した軟弱な地盤。 

5 多賀層群  ：第三紀岩盤（多賀層）の集団。堅い岩でできており，砂が長い時間

をかけて固まってできた砂岩。 

6 第四紀沖積層：約 200 万年前から現在までの河川作用によって堆積生成された地層

のこと。堆積以来十分な年代を経ておらず，圧密の進行が不十分なた

め軟弱な土質地盤を形成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完新世（沖積世） 現在

洪積世（最新世、更新世） １万年前

鮮新世 200万年前

中新世 500万年前

斬新世 2300万年前

始新世

暁新世

6500万年前

2.25億年前

始生紀

先カンブリア
時代

古生紀

両生類の時代

魚類の時代

三葉虫の時代

シルル紀

オルドビス紀

カンブリア紀

原生紀

大絶滅

ペルム紀

石炭紀

デボン紀

大絶滅

アンモナイト・
恐竜の時代

白亜紀

ジュラ紀

三畳紀

中生代

地質年表

人類の時代

哺乳類の時代

第四紀

新第三紀

古第三紀

第三紀

新三代
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（気候） 

江戸上川流域の気候は，冬は北西の冷たい風に，夏は高温多湿の南東の季節

風が卓越する東日本気候型の東海・関東気候区に属する。 

年平均気温は約 13℃（北茨城における平成 16～平成 25 年までの 10 年平均）

であり，県央地域の水戸
み と

市の年平均気温約 14℃（平成 16～平成 25 年までの 10

年平均）と比較すると，1℃程度低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 北茨城の月別気温（平成 16～25 年の 10 年平均） 

 

年間平均降水量は上流山間部で約 2,000mm（花園
はなぞの

における 1976 年～2013 年の

38 年平均），年間平均降水量は約 1,500mm（北茨城における 1976 年～2013 年の

38 年平均）であり，茨城県内の年間平均降水量の約 1,400mm と比較すると多雨

地域に属する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 江戸上川近傍のアメダス観測所の雨量 

（北茨城における平成 16～平成 25 年の 10年平均） 
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（動植物） 

江戸上川流域は，クヌギ-コナラ群集に覆われたなだらかな丘陵と低平地の農

耕地で構成される，里山的な環境となっている。また，河口部右岸側には砂浜

海岸が広がっており，周辺ではハマヒルガ

オ，ハマニガナ，ハマニンニクなどの海浜

植物がみられる。 

流域にはイノシシ，キツネ，タヌキ，ア

ナグマなどの哺乳類が分布し，水田地帯に

はトウキョウダルマガエル，ニホンアカガ

エルなどのカエル類が生息している。河川

周辺ではダイサギ，アオサギ，ゴイサギな

どのサギ類，カワセミ，ハクセキレイなど

の水辺の鳥がみられる。 

江戸上川はＪＲ常磐線下流の堰までが

感潮区間となっており，堰下流区間ではマ

ハゼ，ボラなどの汽水・海水魚が優占して

いる。一方，堰上流区間ではタモロコやド

ジョウ，モツゴ，ギンブナなどの純淡水魚

が生息している。河道内にはヨシ，ツルヨ

シなどの抽水植物がみられるほか，河道沿

いにはヨモギ，セイタカアワダチソウなど

の草本類やエノキ，オニグルミ，ヤマグワ

などの木本類がみられる。 

昆虫類は，河川周辺においてハグロトンボ，

ギンヤンマ，コヤマトンボなどのトンボ類，

ヤブキリ，オンブバッタ，ショウリョウバ

ッタなどのバッタ類，ベニシジミ，キタテ

ハ，ナミアゲハなどのチョウ類，カナブン，

マメコガネなどの甲虫類が生息している。 

 

 

 

 

 

河口部（関南新橋下流） 

堰による湛水区間（堰場橋上流） 

里山的環境（湯網橋付近） 
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面積(km2) 占有率(%) 面積(km2) 占有率(%)

市街地 0.4 5.3 0.7 8.4 +75.0
畑・原野 0.3 3.2 0.3 3.2 ±0.0

水田 1.7 20.0 1.4 1.4 -17.6
山地 5.9 70.5 5.9 70.5 ±0.0
合計 8.4 100.0 8.4 100.0 ±0.0

平成21年
増減(%)種別

昭和51年

（土地利用） 

現在，江戸上川流域内の土地利用状況は，山地が約７割を占め，市街地は１

割未満で河口部付近を中心に広がっている。市街地面積の割合を比較すると，

昭和 50 年代前半から現在までに 75％程度増加している。 

 

表 1-1 土地利用状況の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-5 江戸上川水系の土地利用状況 

昭和 51 年 

平成 21 年 



 

7

（人口） 

江戸上川が属する北茨城市の全人口は，44,471 人（平成 26 年 4 月現在）で，

このうち約 2,700 人（平成 26年 4月現在）が江戸上川流域関連人口に相当する。

これは北茨城市全人口の約 6％にあたる。 

北茨城市人口は，炭鉱業の発展により昭和 35 年まで増加傾向にあったが，炭

鉱閉山に伴い減少に転じた。その後工業団地の開発により再び増加傾向を示す

が，近年は減少傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 北茨城市人口の変遷図 
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（交通） 

江戸上川流域及び周辺交通は，ＪＲ常磐線，常磐自動車道，国道６号などの

鉄道や幹線道路が縦断しているため利便性がよく，福島県浜通りの主要都市と

茨城県とを結ぶ重要な地区である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-7 江戸上川とその周辺の交通状況 

 

（歴史・産業） 

江戸上川が位置する当流域に属する北茨城市では，４世紀から始まる古墳時

代の遺跡が市内数か所で確認されている。６～７世紀の古墳時代後期になると，

当地域にも大きな支配勢力が存在していたとされ，古墳などが確認されている。 

明治 30 年には常磐線磯原
いそはら

駅が開設され，昭和初期からは石炭産業が町の基幹

産業として発展してきた。明治から大正にかけて，日本
に ほ ん

美術院
びじゅついん

の五浦
い づ ら

移転を始

めとして，童謡詩人野口
の ぐ ち

雨
う

情
じょう

，日本画家飛田
と び た

周山
しゅうざん

，声楽家ベルトラメリ・能子
よ し こ

など優れた芸術家を輩出した。 
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（観光資源・文化財） 

江戸上川流域の観光資源としては，日本の音風景 100 選，日本の渚 100 選に

選定されている五浦海岸があり，五
いづ

浦
ら

六角堂，岡倉
おかくら

天心
てんしん

の墓地等岡倉天心にゆ

かりがある史跡が立ち並んでいる。六角堂は東北地方太平洋沖地震で発生した

津波により流失してしまったが再建され，平成 24 年 4 月 28 日より一般公開が

されている。 

また，当流域に属する北茨城市では，古墳時代における遺跡が確認されてお

り，鏡やガラス玉，金銅装
きんどうそう

の直刀といった貴重品を副葬
ふくそう

した古墳や横穴墓，更

には流域内にある神岡上遺跡群では埋蔵文化財が多数確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-8 江戸上川流域の観光資源・文化財の位置図 
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震度

震度6弱平成23年3月11日津波 床上・床下浸水 732戸（北茨城市全体）

被害状況地　震

第２節 河川整備の現状と課題 

 

１．治水における現状と課題 
（１）過去の主要な洪水等の概要 

江戸上川では，これまでに外水による大きな浸水被害は発生していないが，

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震による津波が江戸上川を

遡上し，河口部の家屋及び河川構造物に甚大な被害をもたらした。 

 

 1-2 江戸上川流域における主要被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-9 東北地方太平洋沖地震による津波浸水範囲 
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（２）治水事業の沿革と課題 

江戸上川は昭和48年から昭和54年にかけて河口～1040m区間において局部改

良工事による河川改修が行われた。以降，河川改修は行われなかったが，平成

23年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震による津波の影響で河口部に甚

大な津波被害が発生したことを受けて，津波・高潮対策と併せた早急な治水対

策を推進する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-10 東日本大震災による河口部被災状況（江戸上川） 
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２．利水における現状と課題 

江戸上川流域の低地部は古くから水田が開け，これらによる河川水の利用が

盛んである。江戸上川は農業用水 4 件，取水量 0.071m3/s の水利用が行われて

いる。 

 

表 1-3 江戸上川流域における水利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川名 許可水利権数 利用目的 最大取水量の合計(m3/s)
江戸上川 4 水田 0.0710
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３．環境における現状と課題 
（１）河川の水質 

水系内における環境基準の水域類型指定は，全域Ａ類型(BOD※2.0mg/l 以下)

に指定されている。 

近年の水質観測結果は次のとおりであり，水質の状況としては，環境基準以

下で推移している。 

 

表 1-4 江戸上川の水質の推移 単位：mg/L 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-11 江戸上川水系の水質観測結果（BOD75％値） 

【※解説】 

BOD：生物化学的酸素要求量。水質汚濁の指標（biochemical oxygen demand）。 

 

 

Ａ類型 

年次(平成) 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
第一神岡橋BOD(75%):mg/L 1.6 1.7 1.9 1.7 1.8 1.2 1.5 1.1 1.1 1.4 1.6

0.0

0.5
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1.5
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2.5

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

BO
D（

m
g/

L）

年次（平成）
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（２）動植物の生息・生育状況 

（植物） 

流域の植生をみると，丘陵地にクヌギ-コナラ群集，川沿いの低地部には水田

雑草群落が広がる，典型的な里山環境の特徴を表している。また，流域外にな

るが，河口部の右岸側が砂浜海岸になっており，ハマニンニク等の海浜植生が

みられることも江戸上川の特徴のひとつとなっている。 

河川下流区間（河口～第一神岡橋）における調査では，43 科 127 種の植物が

確認されている。河口部は右岸側の海浜部にハマヒルガオ，ハマニガナ，ハマ

ニンニクなどの海浜植物がみられるほか，河道内にはヨシ群落が分布する。関

南新橋からＪＲ常磐線まではコンクリート護岸

や矢板護岸により水際の植生は乏しいが，堤防法

面にはヨモギ，カナムグラ，クズなどの草本類が

みられる。第一神岡橋から上流は河道内にツルヨ

シが繁茂している。希少種として，河口右岸側の

海浜部でハマナスが確認されている。 

 

（魚類） 

江戸上川の魚類は，ＪＲ常磐線下流にある堰に

より移動が分断されており，堰上下流で魚類相が

異なる特徴を有している。 

河川下流区間（河口～第一神岡橋）における調

査では，6目 11 科 17 種の魚類が確認され，うち

堰下流では，汽水・海水魚 4種（ボラ，マハゼな

ど），及び回遊魚 5種（ニホンウナギ，ウキゴリ，

ヌマチチブなど）の 9種である。一方，堰上流

（第一神岡橋）ではモツゴ，タモロコ，ドジョ

ウなどの純淡水魚が中心で，確認された 9種の

うち 7種を占めていた。 

また，既往文献※1では，江戸上川水系全体（流

入水路も含む）において 34 種の魚類が確認されている。その内訳には，ボラ，

スズキ，マハゼなどの汽水・海水魚，シマヨシノボリ，ヌマチチブなどの回遊

魚，ギンブナ，モツゴ，ドジョウなどの純淡水魚などがみられ，ギバチ，ホト

ケドジョウなど良好な水質や湧水に依存する種も記録されている。 

貴重種としては，ニホンウナギ，ウツセミカジカ（回遊型），ドジョウの 3種

ハマナス 

タモロコ 

ＪＲ下流の堰 
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が下流区間の調査で確認されたほか，前述の文献では 3 種以外にキンブナ，ホ

トケドジョウ，ギバチ，ミナミメダカの 4種が確認されている。 

※1：稲葉修「茨城県北部沿岸水系の魚類」茨城生物 18，p62-p76 

 

（鳥類） 

下流区間（河口～第一神岡橋）における調査では，カワウ，カルガモ，ダイ

サギ，アオサギ，カワセミ，ハクセキレイなどの

水辺の鳥や，ムクドリ，カワラヒワ，ヒヨドリと

いった市街地や農耕地周辺でみられる鳥など，10

目 21 科 30 種の鳥類が確認されている。 

貴重種としては，ササゴイが河口付近で確認さ

れている。 

 

（昆虫類） 

下流区間（河口～第一神岡橋）における調査では，水辺周辺でアジアイトト

ンボ，ハグロトンボ，コヤマトンボなどのトンボ類，草本類が繁茂する堤防法

面ではウスイロササキリ，ショウリョウバッタなどのバッタ類，ベニシジミ，

キタテハ，ナミアゲハなどのチョウ類等，10 目

70 科 134 種の昆虫類が確認されている。 

貴重種としては，アズキヘリカメムシ，ブチ

ヒゲカメムシ，ヤマトヒメメダカカッコウムシ，

オオマルハナバチの 4種が確認されている。 

 

（両生類・爬虫類・ほ乳類） 

下流区間（河口～第一神岡橋）における調査では，江戸上川及びその周辺の水

田において，ニホンアカガエル，トウキョウダルマガエル，アオダイショウな

ど，両生類 4種，爬虫類 1種が確認されている。 

また，文献情報では，山地から低地にかけて

のエリアがイノシシ，キツネ，タヌキ，アナグ

マの分布域となっているほか，茨城県北東部の

哺乳類としてノウサギ，アカネズミなど 24 種が

あげられており，江戸上川流域にも生息してい

る可能性がある。貴重種としては，トウキョウ

ダルマガエルが川沿いの水田で確認されている。 

ササゴイ 

ハグロトンボ 

トウキョウダルマガエル 
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（３）河川の景観，歴史・文化 

観光・景観資源としては，日本の音

風景 100 選，日本の渚 100 選に選定さ

れている五浦海岸があり，五浦六角堂，

岡倉
おかくら

天心
てんしん

の墓地等岡倉天心にゆかり

がある史跡が立ち並んでいる。六角堂

は東日本大震災による津波で流失し

てしまったが再建され，平成 24 年 4

月 28 日より一般公開がされている。 

また，当流域に属する北茨城市では，

鏡やガラス玉，金銅装の直刀といった

貴重品を副葬した古墳や横穴墓が見

つかっており，流域内にある神岡上遺跡群では埋蔵文化財が何点も発掘されて

いる。 

 

（４）河川空間の利用状況等 

河川の空間利用については，釣りや，散策等の利用が見られる。市街地

を流下する下流部において，人と川とが普段から接する機会が多いことか

ら，人と河川との豊かなふれあいの場を確保できるよう，また，清らかで

生物等の豊かな川をめざして河川環境の整備と保全を行うことが望まれ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

五浦海岸と五浦六角堂 
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第３節 河川整備計画の目標 

 

１．河川整備計画の対象区間 

本計画の対象区間は，表 1-5 に掲げる県管理区間とする。 

 

表 1-5 対象区間 

河 川 名 
区  間 河川

延長 上 流 端 下 流 端 

江戸
え ど

上
かみ

川 

  北茨城市関南町湯の網地先（江戸上沢堰堤上流端） 河口 5.00km 

鹿
しか

の沢
さわ

川 

北茨城市関南町神岡下字猩々内 3,401 番地先（橋の

上流端） 
江戸上川への

合流点 
0.65km 

同市同町神岡下字八合 3,371 番地先(橋の上流端） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-12 対象区間図 

 

 

 

 

 

江戸上川 5.00km 

鹿の沢川 0.65km 

国
道
６
号 

常
磐
自
動
車
道 Ｊ

Ｒ
常
磐
線 
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２．河川整備計画の対象期間 

本計画の対象期間は，江戸上川流域の人口分布や土地利用の変化等を考慮し

て，治水効果の早期発現や自然環境に配慮した河川整備を段階的に行っていく

ものとして，概ね 30 年間とする。 

なお，本計画は現時点の社会状況，自然状況，整備状況に基づき策定された

ものであり，策定後の状況の変化や新たな知見・技術等の変化によって，適宜

見直しを行う。 

 

３．洪水，津波・高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標 

洪水による災害の発生の防止と軽減に関する目標は，年超過確率 1／10 の規

模の洪水を安全に流下させることを目標とする。河口部については，施設計画

上の津波高（L１※津波）に対して，津波による災害から人命や財産等を守るた

め，海岸における防御と一体となって河川堤防の嵩上げを行い，津波災害を防

御し浸水被害の軽減を図るものとする。 

また，河川整備を行う際は，水系内の被害軽減を図る観点から，人口や資産

等が集積している区間を重点的に進めるともに，流下能力を上回る洪水による

溢水・破堤
は て い

等の被害を最小限に抑えるため，河道改修等のハード対策と併せて

ソフト対策の積極的な推進を図ることとする。 

 

４．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標 

河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持については，関係機関と連携を

図り，かんがい用水などの安定供給や流水の正常な機能を維持するために必要

な流水の確保に努める。 

また，渇水等が発生した場合の被害を最小限に抑えるため，情報提供，情報

伝達体制の整備を推進する。 

 

５．河川環境の整備と保全に関する目標 

河川環境の整備と保全に関しては，多様な動植物の生息・生育・繁殖環境に

調和した河川環境の保全・創出を図るとともに，これまでの流域の歴史や文化

と江戸上川との関わりに留意し，関係機関をはじめ，流域全体で一体となって

健全な水循環系の構築に努める。 

また，上記を踏まえ，流域における都市計画などの諸計画との連携を図り地

域づくりに資する川づくりを推進する。 

動植物の生育・生息・繁殖地の保全については，河川とその周辺の生態系に
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配慮し、治水との調和に努める。また、これらの動植物の生息場、休息場等と

なっている河道内の植生等の管理に努める。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
※L1 津波：数十年から百数十年の頻度で発生する規模の津波 
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第２章 河川整備の実施に関する事項 

 

第１節 河川工事の目的，種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行

により設置される河川管理施設の機能の概要 

 

１．河川工事の目的 

河川工事の目的は，計画流量の安全な流下に必要な河積の確保等により，洪

水被害や津波・高潮被害の軽減を図ることとする。また，工事にあたっては，

動植物の生息・生育環境や景観，空間利用状況等の河川環境に配慮する。 

 

２．河川工事の種類 

河川工事は，河積の不足している箇所において，現況の河道法線を基本とし

ながら必要に応じて，堤防の嵩上げ及び，河床の掘削等を行う。河口部につい

ては，施設計画上の津波（Ｌ１津波）高以上に河川堤防を嵩上げし，遡上津波

による浸水被害の軽減を図る。 

 

３．河川工事の施行の場所 

河川工事の施行の場所は，表 2-1 に示す。 

表 2-1 河川工事の施行場所 

河川名 種類 区間 延長 

江戸上川 
河道改修 ＪＲ橋梁 ～ 江戸上川河口 約 0.7 ㎞ 

津波対策 ＪＲ橋梁 ～ 江戸上川河口 約 0.7 ㎞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2-1 改修工事区間 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線 

国
道
６
号 
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O.6k 付近 Qp=45m3/s 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施行区間 

0.7km 

■ 関南新橋 

    ● 

第一神岡橋 

■基準点 

●主要な地点 

3m 3m 
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４．河川工事の施行により設置される河川管理施設の機能の概要 

河川改修にあたっては，関南新橋において計画流量 45m3/s を安全に流下させ

るよう必要な河積を確保する。 

津波・高潮対策として堤防嵩上げを行う区間について，施設計画上の津波（L1

※１津波）を超える最大クラスの津波（L2※２津波）に対しては，津波が堤防を超

過した場合であっても，減災効果が発現できるよう粘り強い構造とする。 

改修にあたっては，魚類等が移動できるよう，川の上下流の連続性を確保す

るとともに，低水路掘削は平坦な形状を避けて，みお筋を確保し，自然な川の

形状となるよう努め，水際の植生回復に配慮した整備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸上川現況河道の様子〔0.2 ㎞付近〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
※１ L1 津波：数十年から百数十年の頻度で発生する規模の津波 

※２ L2 津波：１０００年に１回程度の頻度で発生する規模の津波 
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第２節 河川の維持の目的，種類及び施行の場所 

 

１．河川維持の目的 

洪水等による災害の発生の防止又は軽減及び河川の適正な利用，流水の正常

な機能の維持，河川環境の保全等の観点から，河川管理施設等を良好な状態に

保ち，本来の機能が十分発揮されるよう，適切な維持管理を行うものとする。 

 

２．河川維持の種類及び施行の場所 
（１）河川管理施設 

堤防及び護岸などの河川管理施設の機能を確保するため，日常的な河川巡視

による異常の早期発見，流況の把握に努めるとともに，異常が発見された場合

には必要な対策を行う。 

 

（２）河道の維持管理 

河道の維持管理としては，土砂の堆積が著しく洪水流下の障害となる場合は，

動植物の生息・生育環境への影響等に配慮しながら，土砂の除去を行う。また，

洪水流下の障害，河川の景観を損なう植生や樹木については，動植物の生息・

生育環境などに配慮しながら，除草や伐採など適切な管理を行う。 

 

（３）流水の正常な機能の維持 

流水の正常な機能の維持にあたっては，河川巡視等を行い，利水や生物の生

息，生育，景観などに必要な流量が確保されているか点検を行うとともに，関

係機関と協力及び連携を図り，渇水時には必要に応じて水利用者相互の節水協

力を求める。 

 

（４）水質の保全 

水質は，環境基準値以下で推移しており，今後とも下水道施設の整備による

生活排水対策やゴミ問題等についても地域及び関係機関と協力及び連携を図り，

河川水質の維持に努める。 

また，水質事故が発生した際は，関係機関と連携し，速やかな対応に努める。 
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第３節 その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項 

 

１．河川情報の提供，流域における取り組みへの支援 

多様化する流域住民のニーズを反映した河川整備を進めていくためには，関係

機関及び流域住民の理解と協力が不可欠である。地域住民と一体となった整備

を行えるように，住民に対し河川や流域に関する様々な情報を広報誌やインタ

ーネット等で広く提供し，意見を求め，必要に応じて本計画を見直すこととす

る。 

北茨城市は水防意識の啓発を目的に，津波時の避難場所や防災関係機関等を

記載した「北茨城市津波ハザードマップ」を作成し，ホームページで公表する

とともに，各世帯に配布している。 

また，茨城県では，雨量・河川水位の情報について，インターネットや携帯

端末によるリアルタイムの情報提供を行っている。 

今後とも，必要な情報を分かりやすく伝え，注意喚起するとともに，防災訓

練や学習に働きかけることで，住民の適切な行動を促すように努める。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 災害情報 

北茨城市津波ハザードマップ 
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２．超過洪水対策，津波・高潮対策 

各河川の流下能力を上回る洪水による越水，破堤等からの被害を最小限に抑

えるため，特に人命・財産への被害軽減を優先的に考え，河川周辺における既

存の遊水機能を活かすことを考慮するとともに，水防体制や警戒・避難体制の

充実・強化，並びにインターネット・携帯端末を活用した洪水情報の提供，洪

水ハザードマップ作成に向けての市町村への支援等のソフト対策をハード対策

と併せて行うことにより，超過洪水対策に総合的に取り組んでいくものとする 

また，津波・高潮に対しては，気象庁や市町村と連携し，情報の収集及び伝

達を適切に実施するとともに，津波ハザードマップの作成についても市町村へ

の支援等のソフト対策をハード対策と併せて行うことにより，総合的に取り組

んでいくものとする。 

 

３．地域活動・環境教育等の支援 

河川の美化活動などに取り組んでいる団体等について，今後ともこれらの活

動に協力，支援を行う。また，学校における総合学習や地域団体が行っている

子供達への自然体験活動を支援する等，治水，利水，河川環境に関する知識の

周知に努めるとともに，河川に関わるイベントや観光などを通じて，流域住民

の河川愛護，美化に対する意識を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


